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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済対策や日銀の金融緩和などを背景に企業収益が改

善し、設備投資が持ち直すとともに雇用情勢の改善や個人消費が底堅く推移するなど緩やかな回復基調で推移しまし

た。

しかしながら、景気の先行きは米国の金融政策が正常化に向かうなか、中国をはじめとするアジア新興国経済の減

速による影響が懸念されるなど依然不透明な状況にあります。

当社グループの第１四半期業績は、中核事業である農薬事業が不需要期にあたる季節的要因から、他の四半期業績

に比べ相対的に売上高、利益とも低い水準に止まる傾向があります。当第１四半期累計期間の売上高は74億50百万円

（前年同期比20億29百万円減、同21.4％減）となりました。利益面では営業利益は△10億35百万円（前年同期比９億80

百万円減）、経常利益は△14億14百万円（前年同期比11億12百万円減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は

△11億35百万円（前年同期比９億29百万円減）となりました。

当第１四半期連結累計期間における報告セグメントの概況は以下のとおりです。

[農薬事業]

国内農薬販売では、園芸用殺虫剤「フェニックス」、水稲用殺菌剤「ブイゲット」などの主力自社開発品目の普及拡

販に努めました。しかしながら、農薬需要の縮減傾向に加え、競争激化や流通在庫の影響などから国内販売全体の売

上高は前年同期を下回りました。

海外農薬販売では、アジア地域の売上高は堅調に推移しましたが、欧州地域での販売が伸び悩みました。さらに、

フェニックス原体販売の消失もあり為替は円安基調で推移しましたが、海外販売全体の売上高は前年同期を下回りま

した。

これらの結果、農薬事業の売上高は63億79百万円（前年同期比21億33百万円減、同25.1％減）となり、営業利益は

△10億36百万円（前年同期比９億96百万円減）となりました。

[農薬以外の化学品事業]

化学品事業では、シロアリ薬剤事業の売上高が伸び悩みました。一方、医薬品事業では医療用外用抗真菌剤「ルリ

コナゾール」が販社への荷動きが早まり売上高が伸長しました。

なお、医薬・動物薬に係るノウハウ技術料収入の増加もあり、農薬以外の化学品事業の売上高は７億１百万円（前

年同期比１億16百万円増、同19.9％増）となり、営業利益は１億７百万円（前年同期比52百万円増、同97.5％増）と

なりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ26億29百万円増加し、838億66百万円となり

ました。これは、現金及び預金及び売上債権の減少を上回るたな卸資産の増加が主な要因です。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ49億84百万円増加し、351億86百万円となりました。これは、未払

法人税等及び長期借入金の減少を上回る短期借入金及び仕入債務の増加が主な要因です。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ23億54百万円減少し、486億79百万円となりました。これは、そ

の他有価証券評価差額金の増加を上回る利益剰余金及び為替換算調整勘定の減少が主な要因です。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年９月期の連結業績予想につきましては、平成27年11月13日公表の連結業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しています。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差

額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更

いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の

確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っています。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しています。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,382 7,648

受取手形及び売掛金 14,181 12,580

電子記録債権 585 318

商品及び製品 9,485 13,891

仕掛品 436 828

原材料及び貯蔵品 4,239 4,983

その他 3,166 4,445

貸倒引当金 △19 △15

流動資産合計 41,455 44,682

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,191 5,122

機械装置及び運搬具 3,172 3,081

土地 6,382 6,378

その他 1,073 1,075

有形固定資産合計 15,820 15,657

無形固定資産

のれん 5,836 5,695

その他 1,009 1,021

無形固定資産合計 6,845 6,717

投資その他の資産

投資有価証券 13,438 13,080

その他 3,734 3,786

貸倒引当金 △58 △57

投資その他の資産合計 17,115 16,809

固定資産合計 39,781 39,184

資産合計 81,237 83,866
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,947 8,527

電子記録債務 501 970

短期借入金 3,161 7,011

未払法人税等 1,029 125

賞与引当金 669 331

その他の引当金 50 22

営業外電子記録債務 55 231

その他 6,256 4,759

流動負債合計 16,672 21,978

固定負債

長期借入金 9,020 8,620

退職給付に係る負債 1,900 1,844

その他の引当金 97 78

その他 2,511 2,664

固定負債合計 13,530 13,208

負債合計 30,202 35,186

純資産の部

株主資本

資本金 10,939 10,939

資本剰余金 13,235 13,235

利益剰余金 26,319 24,682

自己株式 △1,725 △1,726

株主資本合計 48,768 47,131

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,766 2,132

為替換算調整勘定 △314 △1,381

退職給付に係る調整累計額 △159 △162

その他の包括利益累計額合計 1,292 589

非支配株主持分 972 958

純資産合計 51,034 48,679

負債純資産合計 81,237 83,866
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 9,480 7,450

売上原価 5,813 4,806

売上総利益 3,667 2,644

販売費及び一般管理費 3,721 3,679

営業損失（△） △54 △1,035

営業外収益

受取利息 1 9

受取配当金 37 33

不動産賃貸料 19 20

その他 13 33

営業外収益合計 72 97

営業外費用

支払利息 11 39

為替差損 59 ―

たな卸資産廃棄損 22 23

持分法による投資損失 173 381

その他 52 32

営業外費用合計 319 476

経常損失（△） △301 △1,414

特別損失

固定資産処分損 1 3

特別損失合計 1 3

税金等調整前四半期純損失（△） △303 △1,417

法人税等 △105 △289

四半期純損失（△） △198 △1,127

非支配株主に帰属する四半期純利益 8 8

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △206 △1,135
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純損失（△） △198 △1,127

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 223 366

繰延ヘッジ損益 △103 ―

為替換算調整勘定 200 △18

退職給付に係る調整額 8 △2

持分法適用会社に対する持分相当額 △189 △1,049

その他の包括利益合計 139 △704

四半期包括利益 △58 △1,832

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △82 △1,839

非支配株主に係る四半期包括利益 23 7
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2016年02月10日 09時10分 10ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



日本農薬株式会社(4997) 平成28年９月期 第１四半期決算短信

― 9 ―

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３農薬

農薬以外の
化学品

計

売上高

外部顧客への売上高 8,513 585 9,098 381 9,480 ― 9,480

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1 ― 1 211 212 △212 ―

計 8,514 585 9,100 593 9,693 △212 9,480

セグメント利益又は損失(△) △40 54 13 74 88 △143 △54

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、造園緑化工事、スポーツ施設経

営、不動産の賃貸、物流サービス、農薬残留分析ほかを含んでいます。

２ セグメント利益の調整額△143百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△153百万円、未実

現利益の調整等９百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

す。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年10月１日 至 平成27年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３農薬

農薬以外の
化学品

計

売上高

外部顧客への売上高 6,379 701 7,081 369 7,450 ― 7,450

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 ― 0 190 190 △190 ―

計 6,380 701 7,082 559 7,641 △190 7,450

セグメント利益又は損失(△) △1,036 107 △929 69 △860 △174 △1,035

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、造園緑化工事、スポーツ施設経

営、不動産の賃貸、物流サービス、農薬残留分析ほかを含んでいます。

２ セグメント利益の調整額△174百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△164百万円、未実

現利益の調整等△10百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

す。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。
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